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４
件
を
選
挙�

　
議
長
、
副
議
長
、
常

任
委
員
、
も
と
す
広
域

連
合
議
員�

３
件
を
可
決�

　
議
会
会
議
規
則
、
議

会
事
務
局
条
例
、
議
会

委
員
会
条
例�

　
農
業
委
員
と
し
て
４

名
を
推
薦�

８
件
を
承
認�

　
条
例
、
予
算
、
一
部

事
務
組
合
へ
の
加
入
、

広
域
連
合
へ
の
加
入
、

協
議
会
へ
の
加
入
、
消

防
事
務
の
委
託
、
証
明

書
の
交
付
等
の
事
務
委

託
、
指
定
金
融
機
関
の

指
定
に
つ
い
て�

　
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
議
案�

議会人事�議員提出議案�推薦議決� 市長職務執行者提出議案�

６
件
を
同
意�

　
助
役
、
収
入
役
、
監

査
委
員
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
、
固
定
資

産
評
価
員
の
選
任
と
教

育
委
員
の
任
命�

人事案件�

　
選
挙
管
理
委
員
及
び

補
充
員
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
４
名
を
選
出�

選　挙�請　願�

３
件
を
可
決�

　
税
条
例
の
一
部
改
正
、

手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
、
市
長
職
務
執
行
者

の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
廃
止�

条　例�

９
件
を
可
決�
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成
15
年
度
の
一
般

会
計
、
７
つ
の
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
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４
件
を
可
決
・
承
認�

可
決
　
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
根
幹
的
施

設
の
建
設
工
事
委
託
に

関
す
る
協
定
締
結�

承
認
　
交
通
事
故
の
損

害
賠
償
、
防
球
ネ
ッ
ト

に
よ
る
損
害
賠
償
、
土

地
改
良
事
業
の
賦
課
の

基
準
等�

その他の市長提出議案�
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採
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撲
の
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俵
新
設
に
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す
る
請
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議員提出議案�

１
件
を
可
決�

　
市
長
の
専
決
処
分
事

項�

意　見　書�

１
件
可
決
、
１
件
否
決�

可
決
　
税
源
移
譲
を
基

本
と
す
る
三
位
一
体
改

革
の
早
期
実
現
を
求
め

る
意
見
書�

�

否
決
　
教
育
基
本
法
の

理
念
を
尊
重
し
、
教
育

条
件
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書�

　
　
　
新
市
建
設
計
画
に

　
　
基
づ
き
、
農
産
物
販

売
所
の
設
置
を
求
め
る
。�

　
販
売
所
が
設
置
さ
れ
れ

ば
、
花
き
農
家
が
中
心
と

な
っ
て
販
売
所
の
母
体
を

運
営
し
、
市
民
農
園
の
管

理
や
公
園
の
花
の
管
理
を

す
る
。
商
品
は
地
元
の
生

産
者
、
商
工
業
者
、
授
産

所
な
ど
の
福
祉
施
設
が
出

品
し
、
新
鮮
な
野
菜
、
果

物
、
花
な
ど
を
市
民
に
販

売
す
る
。
さ
ら
に
、
生
花

の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
、
園
芸
教
室
な
ど
市

民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る

が
、
市
長
の
考
え
は
ど
う

か
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
単
に
物
を
販
売
す
る
だ

け
で
な
く
、
市
民
の
ふ
れ

あ
い
の
場
と
す
る
考
え
方

は
大
い
に
賛
成
で
あ
る
。

販
売
所
の
設
置
は
行
政
が

行
っ
て
も
、
運
営
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
民
間
で
行
っ

て
ほ
し
い
。�

　
設
置
す
る
場
所
は
、
人

の
集
ま
り
や
す
い
場
所
が

よ
い
と
思
う
が
、
販
売
所

が
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な

る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
助
言

を
い
た
だ
き
た
い
。�
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一  般  質  問�

市政を�
　  問う�

　
瑞
穂
市
の
新
市
建
設
計

画
の
中
で
、「
医
師
会
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
質
の

高
い
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
る
」
と
あ

る
。�

　
　
　
岐
阜
日
赤
病
院
は
、

　
　
現
地
建
て
替
え
で
最

終
結
論
が
出
た
の
か
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
病
院
の
審
議
会
は
「
現

在
の
位
置
で
の
建
て
替�

え
」
を
答
申
し
た
。
ま
だ

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ハ
ー
ド
ル
は
多
々
あ
る
が
、

病
院
側
は
答
申
に
沿
っ
て

検
討
さ
れ
る
と
推
察
す
る
。�

�

　
　
　
多
く
の
市
民
は
、

　
　
設
備
の
整
っ
た
総
合

病
院
の
誘
致
を
望
ん
で
い

る
が
、
地
域
の
総
合
的
な

医
療
施
設
設
置
に
向
け
て

の
取
組
み
は
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
行
政
と
し
て
は
、
保
健

・
衛
生
・
予
防
施
策
の
役

割
を
医
療
機
関
と
ど
う
分�

担
す
る
か
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
は
総
合
病
院
が
な
い

前
提
で
、
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
研
究
す
る
。�

�

　
　
　
各
種
検
診
等
で
、

　
　
医
師
会
等
に
支
出
し

て
い
る
金
額
は
、
年
間
い

く
ら
か
。�

　  

（
市
民
部
長
）�

�

　
平
成
14
年
度
に
実
施
し

た
各
種
保
健
衛
生
予
防
事

業
の
中
で
、
医
師
ま
た
は

医
師
会
に
支
払
っ
た
金
額

は
、
穂
積
町
で
１
億
１
３

８
４
万
円
、
巣
南
町
で
４

８
８
７
万
円
で
あ
っ
た
が
、

施
策
的
に
は
必
要
な
も
の

で
あ
る
。�

　
　
　
犀
川
に
長
大
橋
が

　
　
完
成
す
れ
ば
、
両
町

と
の
交
流
が
今
以
上
に
拡

が
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今

後
の
関
わ
り
方
を
市
長
は

ど
う
考
え
る
か
。�

��

　  

（
市
長
）�

�

　
や
は
り
南
部
と
は
交
流

し
や
す
く
な
る
と
思
わ
れ

る
。今
後
は
、犀
川
遊
水
地

を
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
活
用
し
、
着
実
に
整

備
す
る
。
そ
れ
が
市
の
将

来
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
。�

市　政�
Ｑ＆Ａ�

地
域
医
療
の
充
実
は�

�

吉
村
　
武
弘
議
員����

農
産
物
販
売
所
の
設
置
を�

新
井
　
正
信
議
員����

今
後
の
安
八
町
、墨
俣
町
と
の�

　
　
　
　
　
　
　 

関
わ
り
方
は�

�



　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
の�

　
　
事
務
室
に
社
会
福
祉

協
議
会
の
職
員
と
施
設
管

理
公
社
の
職
員
が
い
る
た

め
、
市
民
か
ら
区
別
が
付

け
難
く
、
窓
口
で
迷
う
こ

と
が
あ
る
。
窓
口
事
務
に

適
し
た
人
材
を
配
置
し
、

案
内
看
板
を
設
置
す
る
な

ど
し
て
、
も
っ
と
市
民
に

わ
か
り
や
す
く
改
善
し
て

は
ど
う
か
。�

　  
（
教
育
長
職
務
代
理
者
）�

�
　
施
設
管
理
公
社
の
職
員

が
主
と
な
っ
て
窓
口
対
応

を
す
る
よ
う
指
示
し
、
市

民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
対
応
す
る
。�

�

　
馬
場
公
園
内
に
あ
る
郷

土
資
料
館
は
、
公
民
館
と

し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
資
料
館
の
役
割
を

果
た
し
て
い
な
い
。�

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

　
　
能
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、
名
称
変
更
や

施
設
改
修
を
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。�

　  

（
教
育
長
職
務
代
理
者
）�

�

　
郷
土
資
料
館
と
し
て
あ

ま
り
機
能
し
て
い
な
い
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
今

後
、
こ
の
施
設
は
、
生
津

校
区
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置

付
け
、
整
備
す
る
よ
う
検

討
す
る
。�

　
　
　
郷
土
資
料
館
を
新

　
　
た
に
設
け
る
計
画
は
。�

　  

（
教
育
長
職
務
代
理
者
）�

�

　
新
設
す
る
計
画
は
な
い

が
、
増
築
を
含
め
た
併
設

を
検
討
す
る
。�

　
　
　
犀
川
の
開
発
に
よ

　
　
り
、
墨
俣
町
や
安
八

町
と
の
結
び
つ
き
を
大
切

に
し
、
穂
積
駅
を
基
点
と

し
た
バ
ス
の
運
行
も
考
え

て
は
ど
う
か
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
犀
川
に
架
か
る
橋
が
完

成
す
れ
ば
、
墨
俣
町
、
安

八
町
か
ら
の
所
要
時
間
は

格
段
に
短
縮
さ
れ
、
南
部

地
域
か
ら
穂
積
駅
の
利
用

は
増
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
た
状
況
で
、
穂
積
駅

の
役
割
、
瑞
穂
市
の
あ
り

方
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。�

隣
接
す
る�

　 

南
部
二
町
と
の
関
係
は�

進
藤
　
末
次
議
員����

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
旧
巣�

南
町
民
プ
ー
ル
）
の
そ
の
後
は�

��

星
川
　
睦
枝
議
員����
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樽
見
鉄
道
の
存
続

　
　
は
、
署
名
運
動
だ
け

で
は
不
十
分
で
、
沿
線
住

民
が
利
用
す
る
方
策
を
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
実
現

可
能
な
方
策
と
し
て
、
樽

見
鉄
道
の
十
九
条
駅
か
ら

Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
ま
で
の
線
路

を
敷
設
し
、
根
尾
村
の
樽

見
か
ら
、
直
接
名
古
屋
へ

行
く
列
車
が
あ
れ
ば
、
住

民
も
樽
見
鉄
道
に
乗
車
し
、

赤
字
は
解
消
で
き
な
く
と

も
存
続
に
向
け
て
の
評
価

は
で
き
る
と
思
う
が
市
長

の
考
え
は
ど
う
か
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
樽
見
鉄
道
の
あ
り
方
を

根
本
的
に
見
直
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
見

に
は
賛
同
で
き
る
。
た
だ

し
、
こ
の
提
案
は
、
駅
の

機
能
の
問
題
や
費
用
対
効

果
の
問
題
で
簡
単
に
結
論

は
出
せ
な
い
。
樽
見
鉄
道

を
地
域
と
し
て
ど
う
考
え

る
か
を
し
っ
か
り
議
論
す

る
必
要
が
あ
る
。�

樽
見
鉄
道
の
存
続
に
つ
い
て�

　
　
　
古
橋
に
あ
る
勤
労

　
　
者
体
育
セ
ン
タ
ー�

（
通
称
「
巣
南
町
民
プ
ー

ル
」
）
は
、
南
小
学
校
に

プ
ー
ル
が
無
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
小
学
生
や
一
般

町
民
も
利
用
で
き
る
よ
う

昭
和
55
年
、
雇
用
促
進
事

業
団
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。�

同
事
業
団
が
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
に
組
織
変
更
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
プ
ー

ル
を
譲
り
受
け
る
か
廃
止

す
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ

た
と
き
、
巣
南
町
で
は
、

修
繕
費
が
多
大
に
な
る
と

い
う
理
由
で
廃
止
す
る
決

定
を
し
た
。�

　
巣
南
町
の
議
会
で
は
、

同
機
構
が
費
用
を
負
担
し
、

平
成
15
年
１
月
に
取
り
壊

す
と
報
告
を
受
け
た
が
、

い
ま
だ
に
取
り
壊
さ
れ
て

い
な
い
。�

　
今
後
の
予
定
と
計
画
は
。�

　  

（
教
育
長
職
務
代
理
者
）�

�

　
取
り
壊
し
が
遅
れ
て
い

る
理
由
は
、
①
廃
止
の
許

可
が
遅
れ
た
こ
と
②
同
機�

構
が
取
壊
し
費
用
を
２
千

万
円
ほ
ど
見
込
ん
で
い
た

が
、
実
際
に
は
４
千
万
円

ほ
ど
か
か
る
こ
と
③
国
の

会
計
検
査
院
の
調
査
対
象

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ

る
が
、
正
式
な
取
壊
し
時

期
に
つ
い
て
は
、
ま
も
な

く
決
定
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。�

　
取
り
壊
し
た
跡
地
の
利

用
方
法
は
、
十
分
検
討
し
、

有
効
利
用
を
図
り
た
い
。�

郷
土
資
料
館
の
見
直
し
を�

総
合
セ
ン
タ
ー
の�

　
　  
窓
口
対
応
に
つ
い
て�

桜
木
ゆ
う
子
議
員����

　
　
　
政
府
の
生
産
調
整

　
　
補
償
制
度
が
変
更
さ

れ
た
場
合
、
集
団
転
作
を

し
て
い
る
地
域
を
補
償
す

る
か
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
旧
巣
南
町
の
行
政
が
地

域
の
皆
さ
ん
に
お
約
束
し

た
件
か
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
を
実
行
す
る
の
は
私

の
責
務
で
あ
る
。�

　  

（
市
民
部
長
）�

�

　
当
初
は
設
置
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
こ
の
機
械
は

残
念
な
が
ら
生
産
中
止
と

な
っ
た
の
で
、
新
し
い
回

収
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た

い
。�

　  

（
市
長
公
室
長
）�

�

　
来
年
秋
の
見
込
み
。
バ

ス
の
運
行
計
画
を
立
て
、

路
線
の
許
認
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年

度
は
、
バ
ス
を
１
台
購
入

す
る
予
定
で
あ
る
。�

�

　
　
　
市
長
は
、
住
民
の

　
　
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
、
福

祉･

医
療
の
充
実
、
安
心

・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
施
策
と
す

る
か
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
地
方
行
政
は
、
地
域
住

民
の
し
あ
わ
せ
を
願
っ
て

進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

住
民
福
祉
の
増
進
は
、
当

然
そ
の
根
幹
に
あ
る
。
安

全
・
安
心
に
対
す
る
施
策

は
で
き
る
だ
け
早
く
着
手

し
、
整
備
し
た
い
。�

　
地
方
自
治
体
が
負
う
課

題
は
、
福
祉
、
安
全
・
安

心
、
環
境
、
教
育
な
ど
広

範
囲
に
及
ぶ
の
で
、
こ
れ

ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ

う
に
と
り
、
ど
こ
に
ウ
エ

イ
ト
を
置
き
、
地
域
に
よ

っ
て
違
う
ニ
ー
ズ
を
ど
う

す
る
か
が
重
要
問
題
で
あ

る
の
で
、
し
っ
か
り
と
議

論
を
し
、
市
の
方
向
を
見

つ
け
て
い
き
た
い
。�

�

５　瑞穂市議会だより　８�

　
　
　
市
の
農
地
面
積
及

　
　
び
農
業
人
口
は
年
々

減
少
し
て
い
る
が
、
市
の

農
業
に
つ
い
て
、
市
長
は

そ
の
現
状
及
び
将
来
を
ど

う
考
え
る
か
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
農
家
人
口
１
４
３
４
戸

の
う
ち
、
専
業
農
家
は
81

戸
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
農

業
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け

な
い
現
状
で
あ
り
、
課
題

で
あ
る
。
農
業
で
採
算
を

取
り
、
収
益
を
上
げ
る
た

め
に
は
、
経
営
規
模
や
生

産
効
率
を
上
げ
る
必
要
が

あ
る
が
、
法
的
規
制
が
邪

魔
を
し
て
い
る
。�

　
市
の
総
面
積
の
４
割
を

占
め
る
農
地
は
、
産
業
面

か
ら
と
環
境
面
か
ら
考
え

る
べ
き
で
、
市
に
と
っ
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
の

で
、
適
切
な
農
政
を
展
開

し
た
い
。�

瑞
穂
市
の
農
業
の
現
状�

　
　
　 

及
び
将
来
に
つ
い
て�

小
川
　
勝
範
議
員����

市
長
の
基
本
施
策
は�

小
寺
　
　
徹
議
員����

　  

（
市
長
）�

�

　
他
の
施
策
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
い
。
こ
の
制

度
は
、
よ
り
広
範
囲
で
国

や
県
が
推
進
す
べ
き
施
策

だ
と
考
え
る
。
も
し
、
市

で
実
施
し
た
ら
、
年
間
約

２
６
０
０
万
円
を
要
す
る

と
試
算
す
る
。�

小
学
校
就
学
前
ま
で�

　
　
　
医
療
費
の
無
料
化
を�

米
の
生
産
調
整
補
償
金
に
つ
い
て�

旧
巣
南
地
区
の�

　
　 

空
き
缶
回
収
機
設
置
は�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の�

　
旧
巣
南
地
区
へ
の
乗
り
入
れ
は�

瑞穂市人口�
47,449人�

瑞穂市総面積�
2,818ha

6,826名�
14.4％�

40,623名�
85.6％�

瑞穂市農業人口�

瑞穂市農業面積�

（6月1日現在）�

瑞穂市農家人口�

水田面積�
782ha　27.8％�

樹園面積�
149ha　5.3％�

畑面積�
103ha　3.7％　�

その他�

1,784ha�
63.2％�



　
合
併
協
議
会
で
決
定
さ

れ
た
新
市
建
設
計
画
の
実

現
は
も
と
よ
り
、
市
民
の

一
体
感
を
育
み
、
格
差
の

な
い
発
展
を
め
ざ
す
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
さ
れ
た
い

が
、
次
の
各
事
業
の
進
捗

状
況
は
。�

　
　
　
保
育
園
、
小
中
学

　
　
校
、
橋
梁
等
の
耐
震

診
断
及
び
補
強
工
事�

　  

（
都
市
整
備
部
長
）�

�

　
旧
穂
積
町
の
施
設
・
橋

梁
は
完
了
し
て
い
る
の
で
、

未
実
施
の
10
施
設
、
３
橋

梁
は
、
本
年
度
に
耐
震
診

断
を
実
施
す
る
。�

�

　
　
　
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
の
エ

　
　
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置�

　  
（
都
市
整
備
部
長
）�

�
　
Ｊ
Ｒ
東
海
に
、
平
成
16

年
度
に
実
施
さ
れ
る
よ
う

要
望
申
請
を
行
っ
た
。�

���

　
　
　
牛
牧
地
内
Ｊ
Ｒ
鉄

　
　
道
下
の
県
道
拡
幅
工

事�　  

（
都
市
整
備
部
長
）�

�

　
犀
川
の
河
川
改
修
に
も

大
き
な
影
響
が
あ
る
の
で
、

現
在
、
県
で
基
本
設
計
が

行
わ
れ
、
検
討
に
入
っ
て

い
る
。�

　
　
　
犀
川
に
架
か
る
５

　
　
つ
の
橋
の
改
良�

　  

（
都
市
整
備
部
長
）�

�

　
県
は
、
昭
和
59
年
よ
り

犀
川
改
修
を
実
施
し
、
Ｊ

Ｒ
鉄
道
下
付
近
ま
で
築
堤

が
完
了
す
る
状
況
で
、
上

犀
川
橋
は
架
橋
が
終
わ
り
、

下
犀
川
橋
は
架
橋
に
伴
う

用
地
取
得
・
物
件
移
転
補

償
を
計
画
中
で
あ
る
。�

　
十
九
条
橋
は
、
交
通
の

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
３
月
に
合
併
支

援
関
連
事
業
と
し
て
県
に

要
望
し
た
。
巣
南
橋
・
美

江
寺
橋
も
犀
川
改
修
に
併

せ
て
引
き
続
き
要
望
す
る
。�

　
　
　
構
造
改
革
特
区
の

　
　
活
用�

　  

（
市
長
）�

�

　
瑞
穂
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
せ
る
よ
う
ぜ
ひ
検

討
し
た
い
。�

　
具
体
的
に
は
、
景
観
を

乱
す
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
な

ど
は
、
市
の
正
職
員
で
な

い
と
処
分
で
き
な
い
と
い

う
規
制
が
あ
る
が
、
で
き

る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て

い
る
。�

　
ま
た
、
人
と
人
と
の
交

流
や
支
え
合
い
を
阻
害
す

る
規
制
を
は
ず
す
「
ふ
れ

あ
い
特
区
」
や
農
業
の
活

性
化
を
阻
む
法
規
制
を
解

決
す
る
「
農
業
特
区
」
な

ど
色
々
な
テ
ー
マ
で
考
え

ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

研
究
し
た
い
。�

　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　
　
ン
タ
ー
は
、
自
ら
の

経
験
と
能
力
を
活
か
し
て

働
き
、
社
会
参
加
や
生
き

が
い
を
得
ら
れ
、
ま
た
、

医
療
費
の
削
減
効
果
も
期

待
で
き
る
。�

　
旧
巣
南
町
で
は
設
置
さ

れ
て
い
た
が
、
旧
穂
積
町

は
未
設
置
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
の
経
過
は
。�

����

　  

（
市
長
）�

�

　
旧
穂
積
町
は
、
施
設
管

理
公
社
で
60
歳
〜
70
歳
の

元
気
な
方
に
働
い
て
も
ら

っ
て
い
た
。
違
い
は
、
公

社
は
市
の
受
託
業
務
だ
け

で
、
一
般
の
仕
事
は
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
。
人
材
セ

ン
タ
ー
の
課
題
は
、
働
く

人
が
け
が
を
し
た
場
合
の

対
応
が
確
立
さ
れ
て
い
な

い
し
、
頼
ん
だ
人
が
満
足

し
た
か
ど
う
か
が
わ
か
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。�

　
両
者
の
長
所
を
融
合
し

た
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
で

き
る
だ
け
早
く
構
築
し
た

い
。�

　
　
　
市
役
所
に
市
長
の

　
　
特
命
事
項
（
子
育
て

支
援
、
事
務
改
善
、
防
災

計
画
、
全
市
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
計
画
）
を
専
門
的
に
調

査･

研
究
す
る
チ
ー
ム
が

発
足
し
た
。
だ
れ
も
が
期

待
す
る
課
題
な
の
で
、
ぜ

ひ
推
進
さ
れ
た
い
。�

　
し
か
し
、
職
員
は
合
併

等
に
よ
り
業
務
多
忙
で
、

能
率
低
下
や
体
調
不
良
も

見
込
ま
れ
る
。
業
務
見
直

し
の
考
え
は
。�

　  
（
市
長
）�

�

　
日
常
業
務
を
行
い
な
が

ら
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り

組
む
と
、
片
手
間
に
な
り
、

充
分
な
調
査
研
究
が
で
き

ず
、
時
間
も
か
か
る
の
で
、

別
組
織
に
し
た
。�

　
事
務
の
流
れ
が
旧
両
町

で
若
干
違
う
た
め
、
今
は

呼
吸
が
合
わ
な
い
部
分
も

確
か
に
あ
る
が
、
ま
も
な

く
解
消
さ
れ
る
。
事
務
量

の
見
直
し
は
、
事
務
改
善

チ
ー
ム
が
作
業
を
進
め
て

い
る
。�

��

瑞穂市議会だより　６�

行
政
推
進
調
査
研
究
チ
ー
ム
は�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は�

廣
瀬
　
捨
男
議
員����

合
併
に
伴
う
新
市
計
画
は�

山
本
　
訓
男
議
員����

老人医療費削減効果�

項目別�シルバー人材�センター会員�
老人クラブ�
会員�

60歳以上�
全国平均�

診療費�

削減率�

22.5万円�

▲65％� ▲40％�

38.4万円� 64.0万円�

　
　
　
政
治
倫
理
条
例
は
、

　
　
利
権
で
自
己
等
の
利

益
を
図
る
よ
う
な
疑
惑
を

招
か
な
い
よ
う
に
し
、
公

正
に
そ
の
職
務
を
行
っ
て

民
主
的
な
市
政
を
実
現
す

る
こ
と
等
が
目
的
で
あ
る
。

　
市
長
は
、
瑞
穂
市
に
な

っ
て
も
政
治
倫
理
条
例
や

職
員
倫
理
条
例
を
制
定
す

る
考
え
は
な
い
か
。�

��

　  

（
市
長
）�

�

　
政
治
倫
理
は
、
条
例
や

法
律
を
作
れ
ば
解
決
す
る

問
題
で
な
く
、
当
事
者
の

倫
理･

モ
ラ
ル･

考
え
方
が

基
本
に
あ
る
。
実
効
を
伴

わ
な
い
形
式
的
な
も
の
よ

り
も
実
際
に
効
果
が
あ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
か

ら
、
倫
理
条
例
の
制
定
は

消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。�

� 

●
そ
の
他
の
質
問�

　
教
育
長
の
人
事
に
つ
い

　
て�

�

　
市
長
選
挙
で
、
松
野
派

の
議
員
が
、
「
松
野
幸
信

さ
ん
に
市
長
を
２
年
間
だ

け
や
ら
せ
て
ほ
し
い
。
駅

を
西
に
も
っ
て
い
く
か�

ら
。
」
と
言
っ
て
い
た
と

の
こ
と
。�

　
　
　
そ
の
よ
う
な
こ
と

　
　
を
ど
こ
か
で
話
し
た

こ
と
が
あ
る
の
か
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
穂
積
駅
の
乗
降
客
は
１

日
１
万
８
千
人
を
超
え
、

駅
の
能
力
は
限
界
に
近
づ

い
て
い
る
。
ホ
ー
ム
を
拡

げ
る
の
は
大
変
な
工
事
で

あ
り
、
駅
の
能
力
を
補
う

た
め
の
見
直
し
は
必
要
だ

と
い
う
話
は
し
た
こ
と
が

あ
り
、
皆
さ
ん
の
想
像
か

ら
発
展
し
た
の
で
は
な
い

か
。�

�
　
　
　
市
長
は
そ
う
い
う

　
　
考
え
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
の
か
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
市
に
と
っ
て
Ｊ
Ｒ
穂
積

駅
は
非
常
に
大
切
で
あ
り
、

そ
の
機
能
を
十
分
に
引
き

出
す
こ
と
は
、
根
本
的
に

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
る
。�

　
５
月
１
日
施
行
の
健
康

増
進
法
に
よ
り
、
努
力
義

務
と
は
い
え
学
校
や
官
公

庁
な
ど
で
利
用
者
が
他
人

の
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
わ
な

い
よ
う
管
理
者
が
対
策
を

講
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。�

　
　
　
市
内
公
共
施
設
で

　
　
の
現
状
は
。�
�

　  

（
総
務
部
長
）�
�

　
図
書
館
・
保
健
セ
ン
タ

ー
・
穂
積
中
学
校
・
各
保

育
園
・
保
育
教
育
セ
ン
タ

ー
・
牛
牧
北
部
防
災
セ
ン

タ
ー
は
禁
煙
。
市
役
所
、

巣
南
中
学
校
、
各
小
学
校

は
分
煙
対
応
で
あ
る
。�

�

　
　
　
今
後
の
対
応
は
。�

　  

（
総
務
部
長
）�

�

　
施
設
の
性
格
や
利
用
者

の
状
況
を
考
慮
し
て
、
施

設
ご
と
の
喫
煙
場
所
を
明

確
に
し
、
周
知
を
図
り
、

来
客
者
に
も
理
解
と
協
力

を
求
め
た
い
。�

� 

●
そ
の
他
の
質
問�

　
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料

　
化
拡
大
を�

　
育
て
！
み
ず
ほ
の
子
の

会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
市

長
は
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
実
施
は
、
平
成
16
年

度
ま
で
に
。
そ
れ
ま
で
は

で
き
る
こ
と
か
ら
実
施
」

と
答
え
て
い
る
が
、�

　
　
　
行
政
と
し
て
、
ア

　
　
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
有

無
は
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
こ
の
問
題
だ
け
を
取
り

あ
げ
た
調
査
は
し
て
い
な

い
。�

�

　
　
　
平
成
16
年
度
に
向

　
　
け
た
取
り
組
み
は
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
あ
く
ま
で
も
子
育
て
の

中
心
は
親
で
あ
り
、
行
政

は
そ
れ
を
支
援
す
る
。
ど

こ
を
ど
の
程
度
支
援
す
る

か
が
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。�

　
み
ず
ほ
の
子
の
会
は
、

自
分
た
ち
で
実
際
に
運
営

を
し
、
自
分
た
ち
で
対
応

で
き
な
い
課
題
の
支
援
を

受
け
、
内
容
を
充
実
し
、

そ
れ
を
積
み
重
ね
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。�

　
全
市
均
一
の
形
で
立
ち

上
げ
る
の
は
難
し
い
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
特
質
に

あ
わ
せ
て
支
援
し
た
い
。�

�

　
　
　
減
免
制
度
や
障
害

　
　
児
へ
の
取
り
組
み
は
。�

　  

（
市
長
）�

�

　
障
害
児
は
、
障
害
の
内

容
や
程
度
が
そ
れ
ぞ
れ
違

い
、
難
し
い
で
あ
ろ
う
。�

７　瑞穂市議会だより　８�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ�

 

（
学
童
保
育
）の
来
年
度
実
施
を�

西
岡
　
妙
子
議
員����

西
岡
　
一
成
議
員����

受
動
喫
煙
の
防
止
策
を�

Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
を
西
に
移
転
す
る
か�

政
治
倫
理
条
例
の
制
定
は�



古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

〒501-0293　岐阜県瑞穂市別府1288番地�
TEL　058－327－4121�
E-mail　gikai@mizuho-city.jp

瑞穂市議会だより　８�

産
業
建
設

産
業
建
設�

も
と
す
広
域

も
と
す
広
域�

　
桜
木
ゆ
う
子

　
桜
木
ゆ
う
子�

　
　
　
　
馬
場
①

　
　
　
　
馬
場
①�

議
会
事
務
局
長

議
会
事
務
局
長�

　
豊
田
　
正
利

　
豊
田
　
正
利�

収
入
役

収
入
役�

　
河
合
　
和
義

　
河
合
　
和
義�

総
務
総
務
・
も
と
す
広
域

も
と
す
広
域�

広
報
編
集

広
報
編
集�

　
岡
田
　
　
均

　
岡
田
　
　
均�

　
　
　
田
之
上
①

　
　
　
田
之
上
①�

厚
生
厚
生�

　
太
田
　
定
敏

　
太
田
　
定
敏�

　
　
　
　
本
田
①

　
　
　
　
本
田
①�

文
教
文
教�

　
小
川
　
勝
範

　
小
川
　
勝
範�

　
　
　
　
居
倉
②

　
　
　
　
居
倉
②�

総
務
総
務
・
も
と
す
広
域

も
と
す
広
域�

　
小
寺
　
　
徹

　
小
寺
　
　
徹�

　
　
　
　
十
八
条
②

　
　
　
　
十
八
条
②�

文
教
文
教
・
も
と
す
広
域

も
と
す
広
域�

広
報
編
集

広
報
編
集�

　
吉
村
　
武
弘

　
吉
村
　
武
弘�

　
　
　
野
田
新
田
①

　
　
　
野
田
新
田
①�

文
教
文
教�

　
新
井
　
正
信

　
新
井
　
正
信�

　
　
　
　
重
里
①

　
　
　
　
重
里
①�

助
役
助
役�

　
福
野
　
寿
英

　
福
野
　
寿
英�

厚
生
厚
生�

　
　
瀬
　
捨
男

　
　
瀬
　
捨
男�

　
　
　
　
別
府
②

　
　
　
　
別
府
②�

総
務
総
務�

　
加
藤
　
茂
晃

　
加
藤
　
茂
晃�

　
　
　
十
七
条
②

　
　
　
十
七
条
②�

議
運
委
員
長

議
運
委
員
長
・
文
教
文
教�

　
日
比
野
　
昇

　
日
比
野
　
昇�

　
　
　
　
本
田
③

　
　
　
　
本
田
③�

総
務
副
委
員
長

総
務
副
委
員
長�

も
と
す
広
域

も
と
す
広
域�

　
辻
　
　
文
雄

　
辻
　
　
文
雄�

　
　
　
　
古
橋
③

　
　
　
　
古
橋
③�

総
務
総
務�

　
馬
渕
　
金
雄

　
馬
渕
　
金
雄�

　
　
　
呂
久
③

　
　
　
呂
久
③�

産
業
建
設

産
業
建
設�

　
松
野
　
義
和

　
松
野
　
義
和�

　
　
　
穂
積
③

　
　
　
穂
積
③�

産
業
建
設
副
委
員
長

産
業
建
設
副
委
員
長�

広
報
編
集

広
報
編
集�

も
と
す
広
域

も
と
す
広
域�

　
武
藤
　
善
照

　
武
藤
　
善
照�

　
　
　
　
十
七
条
③

　
　
　
　
十
七
条
③�

産
業
建
設

産
業
建
設�

　
星
川
　
睦
枝

　
星
川
　
睦
枝�

　
　
　
　
古
橋
③

　
　
　
　
古
橋
③�

総
務
総
務
・
議
運
議
運�

も
と
す
広
域

も
と
す
広
域�

広
報
編
集

広
報
編
集�

　
清
水
　
貞
夫

　
清
水
　
貞
夫�

　
　
　
本
田
②

　
　
　
本
田
②�

厚
生
厚
生�

議
運
副
委
員
長

議
運
副
委
員
長�

も
と
す
広
域

も
と
す
広
域
・
広
報
編
集

広
報
編
集�

　
山
本
　
訓
男

　
山
本
　
訓
男�

　
　
　
　
野
田
新
田
②

　
　
　
　
野
田
新
田
②�

産
業
建
設

産
業
建
設
・
議
運
議
運�

　
松
野
　
周
一

　
松
野
　
周
一�

　
　
　
穂
積
④

　
　
　
穂
積
④�

文
教
文
教�

　
西
岡
　
妙
子

　
西
岡
　
妙
子�

　
　
　
　
別
府
④

　
　
　
　
別
府
④�

文
教
委
員
長

文
教
委
員
長�

議
運
議
運�

　
　
瀬
　
正
雄

　
　
瀬
　
正
雄�

　
　
　
別
府
④

　
　
　
別
府
④�

産
業
建
設
委
員
長

産
業
建
設
委
員
長�

議
運
議
運�

も
と
す
広
域

も
と
す
広
域�

　
進
藤
　
末
次

　
進
藤
　
末
次�

　
　
　
　
穂
積
⑥

　
　
　
　
穂
積
⑥�

副
議
長

副
議
長
・
文
教
文
教�

　
澤
井
　
幸
一

　
澤
井
　
幸
一�

　
　
野
白
新
田
③

　
　
野
白
新
田
③�

市
長
市
長�

　
松
野
　
幸
信

　
松
野
　
幸
信�

議
長
議
長
・
厚
生
厚
生�

　
吉
本
　
幸
一

　
吉
本
　
幸
一�

　
　
　
美
江
寺
⑧

　
　
　
美
江
寺
⑧�

総
務
委
員
長

総
務
委
員
長�

議
運
議
運�

　
松
野
　
武
則

　
松
野
　
武
則�

　
　
　
　
穂
積
⑥

　
　
　
　
穂
積
⑥�

産
業
建
設

産
業
建
設�

　
児
玉
　
春
一

　
児
玉
　
春
一�

　
　
　
　
宮
田
⑤

　
　
　
　
宮
田
⑤�

厚
生
厚
生�

　
佐
藤
多
喜
夫

　
佐
藤
多
喜
夫�

　
　
　
　
只
越
④

　
　
　
　
只
越
④�

総
務
総
務�

　
西
岡
　
一
成

　
西
岡
　
一
成�

　
　
　
　
別
府
④

　
　
　
　
別
府
④�

文
教
副
委
員
長

文
教
副
委
員
長�

　
藤
橋
　
　
治

　
藤
橋
　
　
治�

　
　
　
　
生
津
②

　
　
　
　
生
津
②�

厚
生
副
委
員
長

厚
生
副
委
員
長�

　
日
　
　
　
清

　
日
　
　
　
清�

　
　
　
横
屋
①

　
　
　
横
屋
①�

産
業
建
設�

も
と
す
広
域�

　
桜
木
ゆ
う
子�

　
　
　
　
馬
場
①�

議
会
事
務
局
長�

　
豊
田
　
正
利�

収
入
役�

　
河
合
　
和
義�

総
務
・
も
と
す
広
域�

広
報
編
集�

　
岡
田
　
　
均�

　
　
　
田
之
上
①�

厚
生�

　
太
田
　
定
敏�

　
　
　
　
本
田
①�

文
教�

　
小
川
　
勝
範�

　
　
　
　
居
倉
②�

総
務
・
も
と
す
広
域�

　
小
寺
　
　
徹�

　
　
　
　
十
八
条
②�

文
教
・
も
と
す
広
域�

広
報
編
集�

　
吉
村
　
武
弘�

　
　
　
野
田
新
田
①�

文
教�

　
新
井
　
正
信�

　
　
　
　
重
里
①�

助
役�

　
福
野
　
寿
英�

厚
生�

　
　
瀬
　
捨
男�

　
　
　
　
別
府
②�

総
務�

　
加
藤
　
茂
晃�

　
　
　
十
七
条
②�

厚
生
委
員
長

厚
生
委
員
長
・
議
運
議
運�

　
棚
瀬
　
悦
宏

　
棚
瀬
　
悦
宏�

　
　
　
　
別
府
③

　
　
　
　
別
府
③�

厚
生
委
員
長
・
議
運�

　
棚
瀬
　
悦
宏�

　
　
　
　
別
府
③�

議
運
委
員
長
・
文
教�

　
日
比
野
　
昇�

　
　
　
　
本
田
③�

総
務
副
委
員
長�

も
と
す
広
域�

　
辻
　
　
文
雄�

　
　
　
　
古
橋
③�

総
務�

　
馬
渕
　
金
雄�

　
　
　
呂
久
③�

産
業
建
設�

　
松
野
　
義
和�

　
　
　
穂
積
③�

監
査
委
員

監
査
委
員�

産
業
建
設

産
業
建
設�

　
土
屋
　
勝
義

　
土
屋
　
勝
義�

　
　
　
十
九
条
③

　
　
　
十
九
条
③�

監
査
委
員�

産
業
建
設�

　
土
屋
　
勝
義�

　
　
　
十
九
条
③�

産
業
建
設
副
委
員
長�

広
報
編
集�

も
と
す
広
域�

　
武
藤
　
善
照�

　
　
　
　
十
七
条
③�

産
業
建
設�

　
星
川
　
睦
枝�

　
　
　
　
古
橋
③�

総
務
・
議
運�

も
と
す
広
域�

広
報
編
集�

　
清
水
　
貞
夫�

　
　
　
本
田
②�

厚
生�

議
運
副
委
員
長�

も
と
す
広
域
・
広
報
編
集�

　
山
本
　
訓
男�

　
　
　
　
野
田
新
田
②�

産
業
建
設
・
議
運�

　
松
野
　
周
一�

　
　
　
穂
積
④�

文
教�

　
西
岡
　
妙
子�

　
　
　
　
別
府
④�

文
教
委
員
長�

議
運�

　
　
瀬
　
正
雄�

　
　
　
別
府
④�

産
業
建
設
委
員
長�

議
運�

も
と
す
広
域�

　
進
藤
　
末
次�

　
　
　
　
穂
積
⑥�

副
議
長
・
文
教�

　
澤
井
　
幸
一�

　
　
野
白
新
田
③�

市
長�

　
松
野
　
幸
信�

議
長
・
厚
生�

　
吉
本
　
幸
一�

　
　
　
美
江
寺
⑧�

総
務
委
員
長�

議
運�

　
松
野
　
武
則�

　
　
　
　
穂
積
⑥�

産
業
建
設�

　
児
玉
　
春
一�

　
　
　
　
宮
田
⑤�

厚
生�

　
佐
藤
多
喜
夫�

　
　
　
　
只
越
④�

総
務�

　
西
岡
　
一
成�

　
　
　
　
別
府
④�

文
教
副
委
員
長�

　
藤
橋
　
　
治�

　
　
　
　
生
津
②�

厚
生
副
委
員
長�

　
日
　
　
　
清�

　
　
　
横
屋
①�

（平成15年７月４日撮影）�

総務…総務常任委員�

厚生…厚生常任委員�

議運…議会運営委員�

広報編集…市議会広報編集委員�

文教…文教常任委員�

産業建設…産業建設常任委員�

もとす広域…もとす広域連合議員�
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